
平成１９年２月の解説（週間天気予報） 

 

【２月の天候状況】 

上旬は低気圧がしばしば北日本を通過し、北日本や東日本の日本海側では雪や雨の日が多

く、東日本の太平洋側や西日本では晴れの日が多くなりました。中旬以降は低気圧が数日周

期で日本付近を通過しました。低気圧の通過時は全国的に雨や雪が降り、低気圧の通過後は

一時的に冬型の気圧配置となって北日本の日本海側では雪や雨が降りましたが、その他の地

方では移動性高気圧に覆われて晴れました。 

 月を通しての日照時間はほぼ全国的に平年を上回り、特に日本海側の地方と南西諸島では

多くの観測地点で平年の 140%以上となりました。降水量は日本海側の地方で平年より少な

く、その他の地方では平年並でした。気温は全国的に平年より高く、東日本、西日本では平

年より 3℃以上高い観測地点もありました。 

 

【２月の検証結果】 

「降水の有無」の適中率（3～7日目の平均）は全国平均では例年（注）より 7ポイント高い

78％でした。ほとんどの地方で例年より高く、特に中国、九州北部地方では 10 ポイント高

くなりました。最高気温（2～7日目の平均）の予報誤差は北海道地方で例年より 0.3℃大き

く、東海地方で 0.3℃、沖縄地方で 0.5℃例年より小さく、全国平均では例年より 0.1℃小

さい 2.4℃でした。最低気温（2～7 日目の平均）の予報誤差は北陸地方で例年より 0.4℃大

きく、九州南部地方で例年より 0.4 度小さく、全国平均では例年より 0.1℃大きい 2.3℃で

した。      （注）例年値は気象庁ＨＰ（予報精度検証）内「月毎の精度の例年値」を参照してください。 

 

【２月の週間天気予報から】 

 週間天気予報の精度は期間前半の 3 日～５日後の予報の

方が、期間後半の 6日、7日後の予報より良くなります。こ

れは、将来の大気の状態を長時間に渡って予想する程、計算

する途中でいろいろな誤差が積み重なって誤差が大きくなる

ためです。 

図 1 8日に使用した予想気圧配置

 2 月 14 日、低気圧が日本海中部から三陸沖へと進み、前

線や暖かく湿った空気が流れ込んだ影響で、東京地方は全域



で雨が降りました。図１は 8

日(6 日前)発表の週間天気予

報で使用した 14 日 21 時の

予想資料です。関東地方は低

圧部になっていて雲が発生し

易い状況ですが、本州付近に

は低気圧が発生する様子はな

く広い範囲で降水がある可能

性は低いと考えられます。一方、図２は同じ日時の気圧配置を 9日（5日前）に予想した資

料で、実況の地上天気図（図３）と概ね一致しています。三陸沖に低圧部が膨らんでいるこ

とから、低気圧が通過して関東地方も広い範囲で降水があることが推定できます。このため、

週間天気予報では 14 日の東京地方の天気を 7 日（7 日前）と 8 日（6 日前）の予報では

「くもり時々晴れ」、9 日（5 日前）からの予報では「くもり一時雨」と発表しました

（表）。 

図 3 2月 14日 21時の地上天気図図 2 9日に使用した予想気圧配置
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表 「2月 14日の東京地方の天気」の週間天気予報と実況 

今回のように 6 日、７日前には的確に予想できなかった低気圧の発達が予報対象日に近

づいてからはっきりすることもしばしばあります。週間天気予報を効果的に利用するために、

最新の予報で確認されることをお勧めします。 

 

【４月の週間天気予報の利用にあたって】 

4 月は、日本付近を低気圧と高気圧が交互に通過するようになります。低気圧が通過した

後は移動性高気圧に広く覆われるため、晴れて風も弱く日中は穏やかで暖かくなりますが、

夜間には放射冷却により地表付近の気温が下がります。このため内陸部や山沿いの地方を中

心に霜が降りて、お茶や果樹などの農作物に大きな被害を与えることがあります。 

 週間天気予報では向こう 1 週間の日毎の最高・最低気温を予報しています。こうした気

温の予報も有効に利用して「遅霜（おそじも）」による被害が心配される場合には、週間天

気予報で気温の変化の傾向を把握して直前になって慌てないようにしましょう。 


